
 

令和元年度 学校運営連絡協議会実施報告書 

 

 １ 組織 

  （１）協議会名称 

     平成３１年度 都立科学技術高等学校 学校運営連絡協議会 

  （２）事務局の構成 

     主幹教諭（教務）、経営企画室長、教務部員２名  計４名 

  （３）内部委員の構成［氏名を掲載してもよい］ 

     校長、副校長、経営企画室長、主幹教諭（教務部）、主任教諭（進路部）、主任教諭（生徒部）、

主幹教諭（保健部）、主任教諭（研究部） 

     主任教諭（２学年主任）   計８名 

  （４）協議委員の構成 

     （公社）全国工業高校長協会研究員、ＰＴＡ会長、PTA副会長×２名、学習塾顧問、江東区

青少年委員会会長、江東区立中学校×２名、江東区教育委員会主任指導主事、江東区大島一

丁目副会長 計１０名 

  

２ 平成３１年度学校運営連絡協議会の概要 

（１） 協議会 

① ＜実施日＞第１回 令和元年 6月 27日(木)15:30～16：50 

＜出席者＞：（公社）全国工業高校長協会研究員、ＰＴＡ会長、PTA副会長×１名、江東区 

 大島一丁目副会長 江東区教育委員会主任指導主事 

＜協議内容＞ 

１ 学校長挨拶（校長より） 

２ 委嘱状交付（校長より） 

３ 委員紹介（自己紹介） 

４ 趣旨説明（副校長より） 

学校評価アンケートに「ライフワークバランス」の項目を入れることが必須になった。 

５ 平成 30年度学校経営報告および平成 31年度学校経営計画について（校長より） 

（平成 30年度学校経営報告） 

・国際交流 … 木柵高校を訪問した 

・生活指導 … 遅刻者を減らす 

・外部発表会およびスーパープロジェクト … 充実していた 

・保健活動 … スクールカウンセラーと連携し、相談活動を充実させている 

・募集・広報活動 … 定員に満たず、3次募集まで実施した（応募者はなし） 

・数値目標 … 理系大学進学者、本校志願者に関しては、目標未達 

（平成 31年度学校経営計画） 

・理数リーディング校の指定を受けた 

・国際交流 … 木柵高校の生徒が秋に来日する 

・広報活動 … 昨年度から増やし、本校志願者の増加をめざす 

・特別活動 … 科学研究部が文化部推進校に指定された 

・保健活動 … 美化活動に力を入れる 

６ 本校の現状と課題 

教務部（武田主幹教諭より） 

・課題  … 一般入試において定員に満たず 



       GTECのスコアが目標に未達 

       短期集中講座のあり方 

       オリンピック・パラリンピック推進教育に実施 

・解決策 … 全校体制で広報活動に取り組む 

       チューターの有効活用 

       「介助犬」「シッティングバレー」についての講演会予定あり 

       後援会と密に連絡を取り、連携する 

研究部（廣岡主任教諭より） 

・課題  … SSH指定ならず 

       昨年度 2月のものと同様 

・解決策 … 理数リーディング校としての教育活動を活性化させる 

       探究活動プログラムの導入 

       部活動の活性化 

生徒部（白石主幹教諭より） 

・課題  … 人を見て（選んで）挨拶する 

       特定生徒の遅刻が多い 

       SNSの使用方法 

       アンガーコントロールが不十分 

・解決策 … スクールカウンセラーの活用 

       生徒主体で問題を改善できるようにする（挨拶、遅刻） 

保健部（谷内主幹教諭より） 

・現状  … 保健室利用者は増加傾向 

       ゴミの分別状況は良好 

・解決策 … 各種研修会を実施予定 

       生徒情報を担任と共有し、スクールカウンセラーおよび教育相談担当へとつなぐ 

進路部（中澤主幹教諭より） 

・課題  … 昨年度、一般推薦および地方の国公立大学を志望する生徒が減少 

       合格者数も減少した。一般入試をめざす生徒が少なかった。 

・解決策 … AO、推薦入試の指導体制の確立 

       ｅ－ポートフォリオの活用 

       情報をいかに得て、活用するか 

② ＜実施日＞第２回 令和元年 11月 22日(金)15:30～16：50 

＜出席者＞：（公社）全国工業高校長協会研究員、ＰＴＡ会長、PTA副会長×１名、江東区 

 大島一丁目副会長、江東区青少年委員会会長 

＜協議内容＞ 

１．学校長挨拶（校長より） 

・3年生は進路実現に向けて頑張っている、2年生は来週台湾への修学旅行が予定 

されている。 

・先週は、MCG部がNHKの番組で取り上げられた。 

・理数リーディング校の名に恥じないように、しっかりとやっていきたい。 

２．各分掌・学年からの現状報告 

教務部（武田主幹教諭より） 

・別冊「令和元年度 第 2回 学校運営連絡協議会資料」（P.1） 

研究部（廣岡主任教諭より） 

・別冊「令和元年度 第 2回 学校運営連絡協議会資料」（P.2） 

・スーパープロジェクト Fプロ「衛生設計コンテスト」（徳島県）において奨励賞受賞 



・第 8 回東京都理科研究発表会は （誤）11/23 → （正）11/24 

生徒部（白石主任教諭より） 

・別冊「令和元年度 第 2回 学校運営連絡協議会資料」（P.3） 

保健部（谷内主幹教諭より） 

・別冊「令和元年度 第 2回 学校運営連絡協議会資料」（P.4・5） 

進路部（中澤主幹教諭より） 

・別冊「令和元年度 第 2回 学校運営連絡協議会資料」（P.6） 

・例年に比べて、AO入試は同程度、指定校推薦は少ない。 

・センター試験出願者数は例年並みである。 

１学年（代理で武田主幹教諭より） 

・若い担任団であるが、若いなりフットワーク軽く頑張っている。 

３学年（代理で武田主幹教諭より） 

・国公立大学に現時点で 5名合格している。今後も更なる合格に期待している。 

３ 学校評価アンケートの実施について（武田主幹教諭より） 

・鳥居先生よりアドバイス 

「どんな資質・能力が身につきましたか。」という項目を入れたらどうでしょうか。 

４ 20周年行事について（中澤主幹教諭より） 

・別紙「（仮称）20周年行事委員会 報告」 

５ 意見交換 

（鳥居氏） 

③ ＜実施日＞第３回 令和２年 2月 14日（金）15：30～16：50 

＜出席者＞：（公社）全国工業高校長協会研究員、ＰＴＡ会長、PTA副会長×２名、江東区 

 大島一丁目副会長、江東区青少年委員会会長 

      ＜協議内容＞ 

１．学校長挨拶（校長より） 

・一年間、本校のためにご指摘ご尽力いただきありがとうございました。 

・本校ならではの特色ある教育活動を展開できたと考えています。 

・来週には入学者選抜、来月には卒業式を控えている。 

・推薦入学を無事に終えた。今年度は、推薦入学の定員を４割に増やした。本

校は、産業高専との併願者が多く、例年欠席者が多い。そのため、推薦入学

者を増やし、よい生徒を確保したいと考えた。 

・理数リーディング校として頑張っているが、なんとか SSH 指定校となりた

い。都立富士高校と競合している。 

２．内容説明及び協議 

教務部（武田主幹教諭より） 

・別冊「令和元年度 第 3回 学校運営連絡協議会資料」（P.1） 

研究部（廣岡主任教諭より） 

・別冊「令和元年度 第 3回 学校運営連絡協議会資料」（P.2） 

・SSH 指定についての結果は、年度末に判明する。 

生徒部（白石主任教諭より） 

・別冊「令和元年度 第 3回 学校運営連絡協議会資料」（P.3） 

・（訂正）２（１）②と３（１）②の「遅行」 → 「遅刻」 

・遅刻者数 一昨年２．０３（人／日）→ 昨年２．００（人／日） → 今

年１．４５人（人／日） 

保健部（谷内主幹教諭より） 

・別冊「令和元年度 第 3回 学校運営連絡協議会資料」（P.4・5） 



・年間の廃棄物排出量は、昨年比減少の見込みである。 

進路部（中澤主幹教諭より） 

・別冊「令和元年度 第 3回 学校運営連絡協議会資料」（P.6・7） 

・国公立大 現時点 12名（昨年と同数） 一般入試で増えるか。 

・公務員への就職を希望する生徒への対策が必要である。 

記念誌編集担当（中澤主幹教諭より） 

・別冊「令和元年度 第 3回 学校運営連絡協議会資料」（P.11） 

３ 学校運営連絡協議会の成果と課題［学校の自己評価へ反映］ 

（１） 学校運営連絡協議会を実施して得られた成果 

学校ＰＲ活動では、女子向けの募集にもう少し対応した方が、募集人数が増えるのではな

いか。今後の募集対策について期待しているとあった。また、校内の施設面では、例年い

われていた冷水器の撤去を行うよう要望があったことを改善できたことが成果に挙げられ

る。また、その他校内設備や施設の活用や PR 活動について細部にわたりご指導を受けた

ことで今後のPR活動へ生かせる情報提供をいただくことができた。 

（２） 学校運営連絡協議会を実施して明らかとなった課題 

施設、設備の老朽化が何度も指摘され、学校にいるだけはわからない、エアコン設備不良

や廊下の敷物などの老朽化について意見があり、今後の学校設備について改善してく機会

を得ることができた。 

  

５ 学校運営連絡協議会及び学校評価を活用した教育活動の改善事項 

   ステム教育を推進していくたの理数リーディング校としての活用がまだ十分に浸透していない

ため、中学校側にどのように伝えていくことについて指導をいただき、地元還元して行きなが

ら浸透させていく予定。さらに、生徒募集に反映できる内容していくのかを、今後は学校ＰＲ

委員会等で検討を重ね、募集倍率向上に改善をしていく予定。 

  

６ 「学校がよくなった」と考える協議委員の割合 

（１） 協議委員人数 １０人の協議委員からは７人がよくなったと７０％の成果であり、昨年に

比べて３０％低下した。 

  （２）「学校がよくなった」と答えた協議委員の人数［下段に人数を記載］ 

      

 

 

 

７ 職員会議及び企画調整会議への協議委員の参加実績及び成果 

 （１）参加実績 

    ・職員会議    ０回 延べ０人    ・企画調整会議  ０回 延べ０人 

 （２）成果 

    協議委員が参加されていないので測定するべき根拠となる実績がない。 

８ その他 

そう思う 
多少 
そう思う 

どちらとも 
いえない 

あまりそう 
思わない 

そう 
思わない 

わからない 無回答 

２ ５ ０ ０ ０ ０ ０ 


